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Weplat経営支援 機能アップ版 Ver.1.20のリリース予定についてご連絡いたします。 

当内容は変更の可能性がございますので、あらかじめご了承願います。 

１．発行プログラムと財務 R4連動バージョン 

Weplat経営支援 

システム名 バージョン 

Weplat経営支援 1.20 

 

Weplat経営支援とデータ連動する財務R4プログラム 

システム名 対応バージョン 

IKX財務会計 R4 

財務顧問 R4 Professional 
18.11以降 

※その他の財務R4システムではWeplat経営支援を使用することはできません。 

※Weplat経営支援は、Weplatデータ共有、Weplat金融機関連携サービス、Weplatスキャンサービス、

原価管理オプションと同一環境で使用できます。 

 

Weplat経営支援を使用するためには、Microsoft Excelが必要です。 

システム名 対応バージョン 

Microsoft Excel 
2010（SP2以上）、2013、2016、

Office365 

 

２．リリース時期（予定） 

今回のバージョンから自動ダウンロードの対象になります。 

アプリケーション起動時の自動バージョンアップには対応していません。 

インストールの方法は「Ｅｉボード→セットアップ実行→登録先からセットアップ」または、自動

ダウンロードを設定していない場合は「会計マイページ」からダウンロードしてください。 

 

2-1.Ｅｉボードダウンロードマネージャーの公開 

2019年 4 月１日（月） 

2-2.マイページのダウンロード公開 

2019年 4 月１日（月） 

  

Weplat 経営支援 Ver.1.20 リリースの予定 

の予定 



３．機能アップの概要 
 
3-1.経営支援メニューの変更 

経営支援メニューに「その他各種設定」を追加し以下の設定を可能にします。 

 

（1）レポートの初回出力先設定 

 従来はシステムが初期値を設定していましたが、任意のフォルダを初期値に設定できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2）サービス向上のため、利用状況の取得について同意画面を表示 

オンラインで経営支援（Ver.1.20）を使用すると「情報利用同意画面」を表示します。 

 

 

3-2.実績レポートの機能追加 

・部門指定を可能にします。（10部門まで指定可） 

・定型レポートに 3 期比較を追加します。「売上原価推移 3 期比較表」「売上総利益推移 3 期比

較」「人件費推移 3 期比較」「一般管理費推移 3 期比較」 

・四半期、期末月に入力した仕訳は、従来レポートに含んでいましたが除外可能にします。 

・共通費自動配賦の「配賦前、配賦後」選択を追加します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



・実績レポートで利用する「経営指標計算式」を変更できます。 

・財務R4「経営分析指数算式設定」にない「限界利益」「人件費労務費」を指定できます。 

 

 

3-3.計画策定レポートの機能追加 

・部門指定を可能にします。（10部門まで指定可） 

・四半期、期末月「含む、含まない」の選択を追加します。 

・計画策定を「科目別」と「部門別」から選択し、それぞれのタブで設定します。 

・「科目別」の設定数を各 10 科目にします。 

（従来「純売上高・変動費・その他固定費」は 4 科目、「労務費」は 2科目） 

・借入金見込みシートの借入先設定「新規・既存」各 20 件に変更しました。（従来 10 件） 

・定型レポートの経営指標を編集可能にします。 

 

3-4.業種設定画面に 2018 年版の追加 

日本政策金融公庫が公開している最新の業種比較データ「2018 年版」を追加します。 

 

 



４．その他 
 
4-1.旧バージョンとの互換について 

（1）実績レポート 

旧バージョンで作成したレポートはコンバートしませんが、Ver.1.20 で機能アップした項目を

利用しない場合はそのまま使うことができます。 

  

（2）計画策定レポート 

旧バージョンで作成したレポートをコンバートします。 

  

 

4-2.新元号の対応について 

当バージョンで新元号に対応しますが、財務、Ｅｉボード、Microsoft Office も元号対応バー

ジョンをご利用ください。 

 

・財務 R4とＥｉボードは、新元号に対応した Ver.19.10 にバージョンアップする。 

・マイクロソフトから提供される新元号に対応した Windows Update と Microsoft Office 更新プ

ログラムを適用する。（計画作成レポート「投資見込み」「借入金見込み」の和暦表示に利

用。） 

 

以上、よろしくお願いいたします。 


